石油 成金の 逸話に 変り、 現に 尚 新 潟 市民の 日常の 教訓 

となり、 生活の 規範と なって いる こと を 知った。 

百万長者が 五 十 銭 の 車代 を 一 一 一 十 銭 にね ぎる ことが 美 

徳 なり や。 我等の 日常お 手本と すべき 生活で あるか。 

この 話 一 つに 就ての 問題で はない。 問題 はか かる 話の 

底 を つらぬく 精神で あり、 生活の ありかた である。 

戦争 中 私 は 日本 映画社と いうと ころで 嘱託 をして い 

た。 そのと き、 やっぱり 嘱託の 一人に o という 新聞 聯 

合の 理事 だか 何 か をして いる 威勢の いい 男が いて、 談 

論 風 発、 吉川英 治と 佐 藤 紅 緑が 日本で 偉い 文学者 だと 

か、 そういう 大 先生で あるが、 会議の 席で こういう 映 



画 を 作ったら よかろうと 言って 意見 をのべ た。 その 映 

画と いうの は 老いた る 農夫の ゴッ ゴッ節 くれた 手 だと 

か ツギ ハギの 着物 だと か、 父から 子へ 子から 孫へ 伝え 

られる 忍苦と 耐乏の 魂の 象徴 を 綴り 合せ 映せと いう、 

なぜなら 日本 文化 は 農村 文化で なければ ならず、 農村 

文化から 都会 文化に 移った ところに 日本の 堕落が あり、 

今日の 悲劇が あるから だ、 というの であった。 

この 話 は 会議の 席で は 大いに 反響 を よんだ もので、 

専務 (事実上の 社長) など は大 感服、 僕 を かえりみて、 

君 あれ を 脚本に しない かな どと 言われて、 私 は 御 辞退 

申 上げる のに 苦労した ものであるが、 この 話 とても こ 
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